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一年後、楽しかったと思える学校を目指して 
校 長 山崎  薫 

 

 ３月１９日に６５名の６年生が巣立っていきました。コロナ禍での学校生活でしたが、学校の

リーダーとして下級生をリードした素晴らしい卒業生でした。卒業式に臨む姿は堂々と、そして

晴れやかでした。卒業前、「卒業を祝おう実行委員会」の提案で、全クラスでビデオメッセージ

をつくり６年生に届けました。６年生に感謝する声のメッセージや慕う姿が画面いっぱいに表現

されていました。また、学年で作った大きな壁面メッセージも階段の踊り場に飾られ、お祝いの

気持ちを伝えました。卒業生には、進学後もさらに活躍して成長することを願ってやみません。 

卒業式後の次の週。登校指導で赤坂橋の交差点や富士山門前の横断歩道に立つと、５年生が登

校班のリーダーとして列の先頭と最後を歩く姿が見られました。『今度は自分たちが』という意

識が感じられました。続く下級生も歩道を広がらずに協力する姿も印象的でした。各クラスの授

業中の様子も良かったです。学年最後のテストをしているクラス。シーンと張りつめた雰囲気の

中、紙面に真剣に向かっていました。転校する友達と最後の思い出作りにお楽しみ会を開いてい

るクラス。友達想いの温かさを感じました。落ち着いた雰囲気で普通に授業をしているクラス、

一年間使った教室を大掃除できれいにしているクラスもありました。２クラス合同でボールけり

ゲームを楽しむ学年もありました。校庭いっぱいに歓声が響き渡っていました。 

年度の最後にこのような様子を観ることができ、本当に良かったと感じます。子どもたち、職

員、保護者、地域の皆様が、それぞれの立場でより良い中和田南小学校にしようと思う気持ちで

過ごしてきたからこその成果だと感じました。 

そして本日、令和３年度が始まりました。１年生４８名を迎えた入学式では、にこやかな表情

の子、やや緊張した面持ちの子、それぞれでしたが、無事に初日を終えることができました。あ

せらずも、学校生活に慣れていってほしいです。新２～６年生も、新クラスの友達や新担任との

出会いと進級の喜びを味わいました。 

これからまた、新たな学級づくりが始まります。緊張感とぎこちなさからスタートする年度初

めには、『前のクラスがよかった。』という言葉が子どもの口からしばしば出てきがちです。前

のクラスは一年かけて努力して創り上げたクラスです。『今年もそういう楽しいクラスづくりを

していこう。』とご家庭でも背中をそっと押して、応援していただけると有難いです。一年後、

１５クラスが和やかに年度末を迎え、子どもたちが楽しかったと思えるような学校になるよう、

全職員で取り組んでまいります。どうぞ、よろしくお願いいたします。  

 なかまだみんな 

＜お知らせ＞ 富内主幹教諭につきましては、本年度も児童支援専任を務めますが、４月１日

から７月３１日まで、育児休業を取得いたします。この期間、児童支援専任の業務につきまし

ては、校内組織内で分担して対応に当たりますのでご了承ください。スクールカウンセラーの

申し込みは副校長、教育相談は担任または副校長までお願いいたします。 


